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方  法   
1．色彩映像の作成手順と映像シリーズの作成   
人に快の感情をもたらすことが予測される桃色系，  
青色系，緑色系，黄色系，赤色系の5つの色彩を基調  
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をみた。   
2）映像評価表による各色彩映像の評価   
映像そのものを評価するための35の形容詞によるア  





















れぞれの色彩ごと各9枚を一組として編集した。   
各色彩から1組づつの計5粗からなる映像シリーズ  
を2編作成し，映像素材とした。  
































5 評価方法  
1）多面的感情状態の評価   
寺崎ら6，7）の多面的感情状態尺度（短縮版）を用い  
て，映像を提示した前後の被験者の心理状態を評価し  
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図2  





結  果   
1．色彩映像の心理的効果   
図1は多面的感情状態尺度によって色彩映像の心理  感情を示す非活動的快（p＜0．01）と親和性（p＜  
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図3－1色彩映像の評価。形容詞による各色彩映像の評価（1回目），単位目盛りの数億は各映像  
に対する形容詞の選択割合（n／N）を示す。  
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選択率であった），貴色糸で7割，青色系で7乳 赤  
色系6割であった。  
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図3－2 色彩映像の評価。形容詞による各色彩映像の評価（1回目），単位目盛りの数値は各映像  
に対する形容詞の選択割合（n／N）を示す。  
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表1リラックス尺度による各色彩映像の評価（N＝47）  
桃色系  緑色系  黄色系  青色系  赤色系  
リラックス尺度因子＊1  色彩映像項目  
1回目  2回目  1回目  2回目  1回目  2回目  1回目  2回目  1回目  2回目   
穏やかな  83＊2  50  
安らいだ  63  58   50  
第1因子  
「ゆったりとした気分」  
落ち着いた  60   52  63   62  
ゆったりとした  
くつろいだ  
美しい  83  73  
涼しい  67  57  
優美な  65  50  
華やいだ  63  52  
やさしい  60  60  
第2因子 「甘い気分」  優雅な  56  60  
愛らしい  53  56  




清々しい  67  62  
第3因子 「爽やかな気分」  
爽やかな  67   58   
爽快な  
暖かい  73   60   
広々とした  77  
幸せな  
第4因子  
明るい  52   
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